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カーブミラー清掃活動実施
　菊陽町商工会指定「住まいのことならおまかせ隊」
の隊員24人が10月26日、地域社会貢献活動として町
内のスクールゾーンを中心にカーブミラー約200本の
清掃を行いました。
　代表の池内隊長は、「日頃からおまかせ隊を利用し
ていただいている町民の皆さまへの感謝の気持ちと、
子どもや高齢者の交通事故防止のために取り組みまし
た。今後も恒例行事として続けていきたいと思いま
す」と話しました。

交通安全の意識向上を

カーブミラーを清掃するおまかせ隊隊員

　町立保育所さくら園の０～２歳の園児が10月31日、
カボチャのおばけや魔女の仮装をして役場を訪問しま
した。　　
　10月31日は、海外では仮装をした子どもたちが
家々からお菓子を集めて回るハロウィンの日。仮装し
た園児たちは「トリックオアトリート。お菓子をくれ
ないといたずらしちゃうぞ」とかわいくアピール。職
員からお菓子が手渡されると、満面の笑みを浮かべて
いました。

ハッピーハロウィン
おばけや魔女に変身して役場訪問

仮装に身を包んだ園児たち

　富士フイルム九州㈱が、九州経済産業局長賞と日本
緑化センター会長賞を受賞しました。この緑化表彰は、
工場とその周辺環境との調和を図るため、工場緑化を
積極的に行い、工場内外の環境向上に顕著な功績のあ
る企業を表彰するもので、同時受賞は、富士フイルム
九州㈱が全国初となります。
　同社は、環境にやさしい企業を目指して省エネ・省
資源に徹底して取り組み、太陽光発電による消費電力
の抑制や、天然ガスを活用したエネルギーシステムに
よりＣＯ２排出削減に寄与しています。
　また、熊本の豊かな地下水を守るため、植林や水田
の維持活動を実施し、菊陽町を含む熊本地域の地下水
かん養などの地域貢献活動にも積極的に取り組むとと
もに、毎年春の桜が満開となる時期には、敷地の一部
を開放して「さくら祭り」を開催し、地域との絆を深
めています。
　富士フイルム九州㈱の鈴木社長は、「今後も地域社
会に貢献し、共存する企業を目指して環境保全に取り
組んでいきたい」と話しました。

富士フイルム九州㈱が緑化表彰ダブル受賞
地域の環境保全に貢献

第７回みんなできくよう♪コンサート

■日時　１月20日㈯　
開場：午後２時　開演：午後２時30分

■場所　菊陽町図書館ホール（全席自由）
■料金
大人：800円（当日1,000円）
高校生以下：400円（当日600円）
親子券：900円（当日1,300円）
※未就学児は入場できません。

　国内外で幅広く活躍するテューバ奏者、喜名雅さんのコンサートです。深
く響き渡るテューバの暖かい音色で、クラシックやなじみのある曲が演奏さ
れます。菊陽中合唱部との共演にも注目です。

■出演（敬称略）
喜名雅（テューバ）
鈴村真貴子（ピアノ）

■共演　菊陽中学校合唱部
■前売券販売所
菊陽町図書館、中央公民館、三里木町民センター、
西部支所（光の森町民センター内）

～テューバで奏でる“ふるさとの息吹”～

喜名雅さん

問 菊陽町図書館ホール　☎（232）7756

緑化優良工場等九州経済産業局長表彰を受ける鈴木社長（前列右）

後藤町長を表敬訪問した鈴木社長（左から２人目）

　「こころのビタミンプロジェクト」は、兵庫県立芸術文化センター芸術監督
である佐渡裕さんの指揮、小学生から高校生までの子どもたちで編成された
スーパーキッズ・オーケストラの演奏で、大規模災害の被災地の人々の心の復
興を願い、こころのビタミンである音楽を届けるものです。

■日時　３月29日㈭　
①昼公演　開場：午後３時30分　開演：午後４時
②夜公演　開場：午後６時　開演：午後６時30分
※公演時間は約１時間です。
■場所　菊陽町図書館ホール（全席自由）
■料金　無料　※要入場整理券
■出演（敬称略）
佐渡裕（指揮）、スーパーキッズ・オーケストラ（演奏）

■申込方法
　受付期間：１月16日㈫～２月16日㈮（必着）
①官製はがきで申し込む場合
官製はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話
番号、希望枚数（２枚まで）、希望公演（昼または夜）を
記入し、下記宛先まで送付してください。
【宛先】〒869－1102
　　　 菊陽町原水1438－1　菊陽町図書館ホール

②インターネットで申し込む場合
（公財）熊本県立劇場公式ホームページの専用フォーム
から申し込んでください。

■注意事項
◦申し込みは、１人につき１回までです。
◦希望者多数の場合は抽選となります。当選した人
に入場整理券を送付します。

◦応募の際にいただいた情報は、抽選結果の連絡以
外には使用しません。

◦抽選結果の問い合わせはご遠慮ください。
■主催　兵庫県立芸術文化センター、
　　　　（公財）熊本県立劇場、菊陽町教育委員会

スーパーキッズ・オーケストラ

世界的指揮者の佐渡裕さん

アートキャラバンくまもと

佐渡裕＆スーパーキッズ・オーケストラ2018　復興祈念演奏活動

こころのビタミンプロジェクト in 菊陽
～世界的指揮者：佐渡裕が菊陽町にやってくる～

「音楽の力」菊陽町図書館ホール自主文化公演
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町内の落書き消し作業
　菊陽町青少年健全育成町民会議の環境部会による落
書き消し作業が、11月１日に行われました。
　みらい大橋の橋脚や三里木駅の駐輪場など計９カ所
の落書きを、７人の参加者がペンキを使って丁寧に塗
りつぶしました。
　少年補導員の園田秀明さん（三里木北）は「たとえ小
さな落書きであっても見逃さない、許さないという住
民の意識が、犯罪が起こりにくい地域をつくることに
つながると思います」と話しました。

いつもきれいな地域を目指して

ボランティアの皆さんによる作業風景

　東海大学農学部「緑の会」の学生29人と長野克也
教授が11月４日、鉄砲小路区の生垣約４㌔を剪

せん
定
てい
し、

地域住民と交流しました。
　緑の会は同大学の故戸田義宏教授を中心に生垣保存
の重要性を伝えるために結成され、昭和57年から学
生有志が剪

せん
定
てい
作業を毎年続けています。

　参加した学生は「生垣剪
せん
定
てい
を通して地域の皆さんと

交流できて楽しかった」「婦人会の皆さんに作ってい
ただいただご汁がとてもおいしかった」と話しました。

生垣が取り持つ地区と学生の縁
第36回鉄砲小路生垣剪

せん
定
てい

作業

区民から指導を受けて剪定作業を行う学生

肥後っ子の居場所づくり事業
　菊陽西小学校６年生の学年レクリエーションが11
月18日に開催されました。これは、少年の非行防止
対策と犯罪被害防止対策の一環として開催されたもの
です。児童と保護者、少年補導員など約150人が参加
し、鉄砲小路について講話を聞いた後、ごみ拾いをし
ながら学校から蘇古鶴神社までの道のりを往復。昼食
後には昔遊びを楽しみました。
　参加した児童は「歩くのは疲れたけど楽しかった。
カレーもおいしくておかわりした」と話しました。

青少年の健全育成を目指して

北風が吹く中頑張りました

　アート・フェスタ in きくようが11月23日～26日、
図書館ホール・ホワイエで開催されました。943人
が作成した1,200点以上の作品が展示され、４日間で
1,700人以上が来場しました。小中学生や一般の出展
に加え、今年は公立・私立の保育園児による作品が展
示され、例年以上に華やかな展示となりました。
　実行委員長の山

やま
部
べ
幸
こう
一
いち
さん（緑ヶ丘）は「親子から孫

の代まで、町民の皆さんの手による素晴らしい作品が
集まりました」と笑顔で話しました。

手作り作品・アートの祭典
アート・フェスタ in きくよう

すてきな作品が並びました

ＳＵＳ㈱「熊本事業所」着工
　６月５日に熊本県、町と企業立地協定を締結したＳ
ＵＳ㈱が11月９日、原水工業団地内で地鎮祭を行い、
工場の建築に着工しました。熊本事業所の延べ床面積
は約6,667平方㍍で、平成30年６月の操業開始を見
込んでいます。
　同社は、国内トップクラスのアルミ加工技術を持ち、
海外展開にも積極的に取り組んでいるグローバル企業
です。新工場の立地により、地域経済のさらなる発展
が期待されます。

原水工業団地に新たな工場建設

SUS㈱熊本事業所の完成予想図

　「税を考える週間」作品表彰式が11月15日、菊池
市泗水公民館で開催されました。
　毎年11月11日～17日の一週間は、税務行政への理
解と信頼を高めるための「税を考える週間」として定
められ、小中学生の税を題材にした書道や作文など、
多数の応募がありました。
　参加者からは「税金が私たちの暮らしに不可欠な大
切な財源であることについて改めて考える機会になり
ました」との感想がありました。

税への理解を深めよう
「税を考える週間」作品表彰式

税金の大切さが分かりました

菊陽町地域婦人会による子ども支援活動
　菊陽町地域婦人会（酒

さか
井
い
恵
めぐみ
会長）は11月29日、すぎ

なみフェスタ2017の婦人会員参加によるバザーの収
益金の一部を、学校支援金として菊陽北小学校に寄贈
しました。受け取った奥

おく
村
むら
健
たけ
博
ひろ
校長から「子どもたち

のために有効に活用させていただきます」とお礼の言
葉がありました。
　酒井会長は「今回で婦人会の学校支援金活動は５回
目となりました。今後も引き続き支援を続けていきま
す」と話しました。

バザーの収益金を寄贈

寄贈された収益金は教育活動に活用されます

　第24回菊陽町老人クラブ連合会芸能大会が12月１
日、菊陽町老人福祉センターで行われました。
　会員による演奏や歌、踊り、ダンスなどが午前・午
後の部で約40種目披露され、それぞれの練習の成果
を発揮しました。会の途中では飛び入り参加もあり会
場は大盛り上がり。参加者の笑顔が絶えない大会にな
りました。
　参加者は「紅白歌合戦を見に来ているようですね」
と笑顔で話しました。

練習成果を披露
菊陽町老人クラブ連合会芸能大会

全員で東京五輪音頭を合唱しました

2018.1　広報 広報 　2018.1 1617


